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““““わわわわ””””のののの会会会会はははは 11114444 年目年目年目年目をををを迎迎迎迎えましたえましたえましたえました    
                                                代表代表代表代表    小俣小俣小俣小俣    悦男悦男悦男悦男    

 

 

も自然に深呼吸をした

くなるような明るい陽

光につつまれた季節に

なりました。会員の皆様方にお変わりなくご健

勝にお過ごしのことと存じ上げます。早いもの

で金沢区生涯学習“わ”の会は創立 14 年目の

春を迎えました。今年度も“わ”の会が会員皆

様方に少しでもより豊かな生甲斐を感じて頂

けるよう、また、皆様の地域における拠りどこ

ろの一つであり続けていけますような運営を

心掛けて参ります。 

 

新年度会員数新年度会員数新年度会員数新年度会員数    

 今年度は 12 名の新しい仲間を迎えることが

出来ました。昨年度 13 名の退会者が出ました

ので、新規会員の募集を行い、12 名の方から

応募を頂き、全員に入会をして頂きました。従

いまして今年度の会員数は 121名です。特筆す

べきは 30代の方が 2名、50代の方が 1名入会

された事です。平均年齢が１歳強下がりました。 

 

今年度今年度今年度今年度のののの学習会学習会学習会学習会    

会員の皆様には既にご周知を頂いています

様に“わ”の会の学習会活動の軸は金沢の歴史

を学ぶ事であります。今年度もこの方針のもと、

じっくりと腰を据えて学習会を進めて参りた

く存じます。第 1回目の 5月は会員が講師を務

めます。会員による講座の 4回目になる今回は

｢古文書を読む会｣の伊達一雄氏に講師をお願

い致しました。｢古文書を読む会｣の 10 周年記

念事業で金沢道を歩き、道標・古文書を切り口

に調査・完成した冊子を会員に配布し、それを

テキストにしてお話をして頂きます。6 月は

100回記念講座で、日本中世仏教史の泰斗県立

金沢文庫長 永村 眞氏に講演をお願いしまし

た。テーマは｢称名寺と金沢氏｣、内容は、｢称

名寺の創建からその発展過程を僧侶集団と金

沢氏との関わりを通じて考える｣です。7月と 9

月はシリーズ講座第 3回目です。金沢とも縁の

深い三浦一族の興亡について話を聴きます。講

師の真鍋氏は初登壇ですが、青山学院大学講師

の他に横須賀市市史編纂室でお仕事をされて

おり、三浦一族の研究におかれましても新進気

鋭の研究者として知られております。また、10

月の探訪では横須賀地区、三浦一族の跡を訪ね

ます。11月は『かねざわ歴史事典』編集委員長 

熊谷 哲氏による永享の乱の金沢合戦を踏まえ

たお話が聴けます。ご期待ください。 

 

100100100100 回講座記念事業回講座記念事業回講座記念事業回講座記念事業        

    平成 11 年 5 月にスタートした学習会は、公

開歴史講座を含めて本年5月で100回目の講座

を迎えました。この機会を捉え、記念行事を行

います。第 1は記念講座で、上記に述べました

金沢文庫長の永村 眞氏に記念講演をお願い致

しました。第 2は記念パーティーで、積極的に

ご参加頂きたくお願い致します。第 3は記念品

で、全会員とお世話になった先生方などへ配布

今年 
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致します。第 4 は 100 回全資料の合本作成で、

閲覧可能と致しました。第 5は 100回講座一覧

表の全会員への配布です。 

    

15151515 周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業についてについてについてについて    

    来年度は“わ”の会創立 15 年目の節目に当

たります。節目を大切にしていくのは、今や

“わ”の会の伝統といっても過言ではありませ

ん。かつての 10周年では、｢金沢区民歴史講演

会｣、『新版かねざわの歴史事典』、『“わ”の会

10年の歩み』、｢変わりゆく横浜・金沢の風景｣

のネット上展開の 4つの事業を企画し、何れも

が会員皆様方の絶大なるご支援のもと成功裡

に完遂致しました。来年度の 15 周年記念事業

に際しましては2つ程度に絞ったうえで行いた

く思案中です。折をみて、会員の皆様方からも

アンケートの形でご意見を賜りたく存じてお

ります。 

 

分科会分科会分科会分科会 10101010 周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業をををを支援支援支援支援    

 “わ”の会の特色であります分科会は、6分

科会とも引き続き活発に活動を継続されてお

られ、会員の約 80％の方が何れかの分科会に

入られておられます。その分科会も｢寺社を巡

る会｣は、昨年度、県立金沢文庫主任学芸員 永

井 晋氏による｢金沢北条｣をテーマに記念講演

会を開催、合わせて記念パーティーを行ないま

した。今年度は、｢古文書を読む会｣が 10 周年

記念行事として、40ページに及ぶ冊子本｢道標

等で辿る金沢道｣を発行しました。来年度は｢ふ

れあいの道歩こう会｣の順番です。引き続き費

用・広報等で支援して参ります。 

    

対外活動対外活動対外活動対外活動についてについてについてについて    

(1)フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム KANAZAWAKANAZAWAKANAZAWAKANAZAWA 

今年 3月に区役所との共催で行われた第 9回

「フォーラム KANAZAWA」では、例年通り“わ”

の会からも担当となった運営委員がその実行

委員会のメンバーとして企画段階から参加し

ました。また、当日には会場設営・撤収、アン

ケート回収などに運営委員の全員が協力しま

した。“わ”の会の展示ブースでは来場された

多くの区民との交流を目的に、学習会や分科会

活動などについて展示と説明を行いました。ま

た、新規会員の募集も行い 3名の方から入会申

し込みを受け、入会を頂きました。 

 

(2)横浜郷土史団体連絡協議会横浜郷土史団体連絡協議会横浜郷土史団体連絡協議会横浜郷土史団体連絡協議会 

 ご存知の会員の方も多いことと存じますが、

“わ”の会は横浜郷土史団体連絡協議会の創立

(平成 18年)以来のメンバーです。会員の皆様方

には年数回行なわれます研修会などへ積極的

にご参加頂いております。会員の皆様には、年

4 回発行されます連絡協議会Ｎews をその都度

配布し、研修会などの活動情報を提供すべく引

続き心掛けて参ります。なお、より迅速な情報

提供の観点から連絡協議会Ｎews の電子化を

事務局へ申し込んでおります。また、連絡協議

会へは“わ”の会の代表である小生が出席して

おります。 

 

次期代表次期代表次期代表次期代表についてについてについてについて    

 平成 21 年度の総会で会則の改訂を行ない

｢代表の任期は 2年。再任は 1期とする｣にさせ

て頂きました。この規則に沿い、来年度は新し

い代表へバトンタッチを致します。切れ目のな

い円滑な会の運営を行う観点からも出来るだ

け早い時期に運営委員会内で話し合いを行い、

次期代表を内定、並走する形で順次引き継ぎを

行なっていきたく考えております。よろしくご

理解を賜りたくお願い致します。 
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寺社寺社寺社寺社をををを巡巡巡巡るるるる会会会会    
松本松本松本松本    和俊和俊和俊和俊    

    

「寺社を巡る会」は、昨年、発足 10 年を

迎え、記念事業として金沢文庫主任学芸員の 

永井晋氏を講師として「金沢北条氏」につい

ての講演会を実施しました。 

次の 10年に向けた最初の年になる今年は、

金沢近郊の寺社を中心とした史跡を探訪しま

す。磯子区、港南区では金沢札所を中心に訪

れます。 

鎌倉ガイド協会と当会のプロジェクトチー

ムがそれぞれ担当地区を決めて、探訪先の選

定から探訪当日のガイドまで行います。会員

は全員がいずれかのプロジェクトチームに属

し、何らかの役割を分担する全員参加のプロ

ジェクトです。この作業を通じて知識の向上

はもとより、企画力、説明力などの向上も期

待されます。 

11 月には恒例のバスによる特別探訪を行

います。今年は「房州に日蓮の聖跡を巡る」

として、誕生寺、妙蓮寺、清澄寺などを訪れ

ます。 

当会は“わ”をモットーに楽しみながら学

習する会です。歩くことにより体力の維持、

向上を図るとともに、いつまでも若々しい頭

脳を保つことを目標に活動しています。 

月 1 回の定例会の後は、希望者による｢反

省会｣という名の懇親会を開催し、さらに親睦

を深めています。 

今年は 5 名程度の新入会員を募集します。

ご一緒に楽しい探訪をしませんか。 

 

    

古文書古文書古文書古文書をををを読読読読むむむむ会会会会    
真田真田真田真田    雅行雅行雅行雅行    

 

当会は年度を１～１２月とし、月２回の学習

を第一と第二に分け第一学習は地元の「鹿島家

文書」と「慶珊寺文書」を、第二学習は興味を

引きそうなものを選び今年は「江戸時代の相

模・江戸地震」と「坂下門外の変」を学習する

ことにしている。 

地震では特に神奈川や東京に大被害を与え

た元禄小田原地震及び幕末近くに頻発した安

政大地震や嘉永大地震を採り上げる。 

坂下門外の変や蛤御門の変では開国か鎖国

かをめぐる前後の緊迫した一連の事件、即ち東

禅寺事件、坂下門外の変、寺田屋事件、八月十

八日の政変、蛤御門の変等を古文書で学習する。 

なお特記事項として今年１月から各学習会

で学習した概要を“わ”の会のホームページ

に掲載して誰でも学習記録を見れるようにし

たので是非参考にしていただきたい。
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ふれあいのふれあいのふれあいのふれあいの道歩道歩道歩道歩こうこうこうこう会会会会    
宮原宮原宮原宮原    宏至宏至宏至宏至    

    

    

今年度は 10年目に入り、「関東ふれあいの

道」のすべてのコース踏破を目標と致します。

23年度までに 1都 5県を終了致しました。残

りは茨城県の 8 コースのみとなり、順調に進

めば、25年 1月に 144 コースすべて踏破とな

ります。 

 具体的には茨城県の山岳 2 コースと平地 6

コースの 8 コースです。加えて 7月には番外

編として長野県の「霧ヶ峰と北八ヶ岳」一泊

二日を予定しています。 

 来年度は 10周年になりますので、記念行事

として“わ”の会の会員を対象とした「弘法

山ハイキング（25 年 4 月）」の準備に取り掛

かります。また同じく 10周年記念に「ふれあ

い記録集 NO 3」の発行を予定しております。

これは以前発行した「ふれあい記録集 NO 1」

「ふれあい記録集 NO 2」に続く「NO 3」であ

るとともに「総集編」となります。 

 今年度最大の課題は「関東ふれあいの道」

踏破終了後の「ふれあいの道歩こう会」の形、

内容をどのように方向づけするかです。「関東

ふれあいの道」を歩くために作られた「会」

ですから、完了後は解散が自然ですが、多く

の会員より存続希望が強く、継続は決まりま

した。なお、継続後の形、内容については秋

までに決めたいと考えております。 

  

※「関東ふれあいの道」とは、1都(東京都) 6

県(神奈川・埼玉・群馬・栃木・茨城・千葉)

をぐるりと一周する長距離自然歩道で、総

延長は 1,665 ㎞です。 

※弘法山（秦野市） 関東ふれあいの道  

神奈川県 9 番コース 海抜 237m 

 

懐懐懐懐かしのかしのかしのかしの映画映画映画映画をををを観観観観るるるる会会会会    

佐藤佐藤佐藤佐藤        晃晃晃晃    

 

「懐かしの映画を観る会」では観賞する映

画の大部分は会員のアンケートにより決めて

います。今年度の第 1 位は外国映画では「イ

ンドへの道」、日本映画の第 1 位は「喜びも悲

しみも幾歳月」でした。このほか会員の了承

を得て、代表推薦の映画を外国映画 5本、日

本映画 3本を選びました。24年度の観賞映画

は総会資料別表 10の通りです。 

 当会が発足してから 8年経過し、これまで

約 170 本の映画を観ておりますが、戦後の

1950 年代～1970 年代のいわゆる映画黄金時

代の名画の中にはまだまだ、観ていない名画

が残されております。その時代、映画を観て、

泣いて、笑って、スクリーンの美男、美女に

胸をときめかし、青春時代を共有した仲間の

多くが当会の会員だと思います。「インドへの
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道」「ジャイアンツ」「イースター・パレード」

等の外国映画、日本映画では「喜びも悲しみ

も幾歳月」「黒い雨」等「もう一度見たい」と

いう気持ちが会員の投票に表れております。 

今年度のお勧めは、日本映画の｢人間の条

件｣です。五味川純平の長編小説を小林正樹監

督が 1959年１月から 1961年にかけて 3年が

かりで全 6 部として製作した映画で、総上映

時間は 9 時間 31分に及びます。日中戦争の最

中、満州の国策会社に勤務する梶(仲代達也)

は、自分の生き方に忠実であろうとして、さ

まざまな困難に出会い、苦悩します。50年前

にこの映画に出会った時、梶を自分に重ねて

「自分ならどうする」と自問自答しながら梶

と共に 9 時間余を過ごしたことを思い出しま

す。当時、丸の内ピカデリー劇場で一挙上映

されましたが、9 時間粘って観た方もおられ

るのではないでしょうか。私は、気持ちだけ

は当時の自分に戻りたいと、50年ぶりのこの

映画との再会を楽しみにしております。｢人間

の条件｣は第1部、第2部は来年3月25日(月)、

第 3 部以降は来年 4 月、5 月に観賞する予定

です。 

    

    

浮浮浮浮    雲雲雲雲    俳俳俳俳    句句句句    会会会会    

北野北野北野北野    清市清市清市清市    

    

本年度の「浮雲俳句会」の活動重点は、“山

岳俳句へのトライ”と“品格のある句づくり”

に指向する。 

①①①① 山岳俳句山岳俳句山岳俳句山岳俳句へのへのへのへのトライトライトライトライ 

現代俳句からは「自然詠」が減少してい

る。その原因は、科学文明の発展に対して、

人間全体の自然への畏敬の念が希薄になっ

たことが挙げられる。このため、「自然詠」

とりわけ「山岳俳句」を、年間の兼題の一

つとして取組み、メンバーの俳句の実力を

涵養したい。 

 一説によると、山岳俳句は、遥かに眺め

る＝遠望俳句・山の中を歩く＝山国俳句そ

れに山をよじ登る＝登頂俳句に大別出来る

というが、これらに拘わらず、いろんな視

点からアタックしてもらいたい。 

 因みに、本年度の山岳俳句の計画につい

ては、既報の通りだが、要約すると、その

対象を、近周りの関東甲信越と東北に限定

した。即ち、ご当所神奈川３（箱根・丹沢・

円海山）、近県３（筑波・富士・三原山）、

北アルプス２（白馬・穂高連峰）それにＦ

ｕｋｕｓｈｉｍａの応援として中通りの

“安達太良”と会津の“磐梯山”。トータル、

１０の山岳をピックアップし、これらにト

ライしたい。なお、本年度のスタートは〈箱

根山〉。フィナーレは伊豆大島の〈三原山〉

として、毎月の句会において、「山岳俳句」

シリーズに挑戦してゆく計画だ。 

 

 春暁春暁春暁春暁やややや世界世界世界世界のののの屋根屋根屋根屋根がそそりがそそりがそそりがそそり立立立立つつつつ        一清一清一清一清 

 

②②②② 品格品格品格品格のあるのあるのあるのある句句句句づくりづくりづくりづくり 

俳句は、型（かたち）の文学である。と



 

7 

ころが、メンバーの作句活動も数年経つと、

当該自身の作風に固まりがちである。従っ

て、この際先達の残された俳句の中から、

五つの「俳句の型（かたち）」を身に付け、

自身の俳句を一層レベルアップし、品格の

ある句づくりに変身してもらいたい。 

 この点、本年度後半には、次により、再度、

五つの「俳句の型」に挑戦する予定である。 

 来年は 

１月〓松尾芭蕉（オール名詞） 

２月〓正岡子規（形容詞・名詞・動詞・名詞）

３月〓高浜虚子（名詞・名詞・動詞・名詞）

４月〓湯浅桃邑（動詞・名詞・名詞・名詞）

５月〓富安風生（名詞・名詞・名詞・動詞）

を兼題の二として取り上げたい。 

 

 猿隈猿隈猿隈猿隈のののの曽我狂言曽我狂言曽我狂言曽我狂言やややや初鰹初鰹初鰹初鰹（（（（芭蕉型芭蕉型芭蕉型芭蕉型））））        一清一清一清一清 

 

 

 

 

運営委員就任運営委員就任運営委員就任運営委員就任のごのごのごのご挨拶挨拶挨拶挨拶                

内田内田内田内田    孝知孝知孝知孝知    

    

昨年 5月入会し、9月の学習会で運営委員見

習としてご挨拶しました内田孝知です。正式に

今日の総会から運営委員となる訳ですが、入会

して約１年判らない事ばかりで、あまり戦力に

なるとは思いませんが、先輩委員に教えられな

がら、会の発展と充実に尽力するつもりです。

皆様のご指導･ご鞭撻の程宜しくお願いします。 

さて 少し自己紹介させて頂きます。昭和 22

年 12 月生れの戦後の第１次ベビーブーム、団

塊の世代の１番バッターとして競争、競争で生

きて来ました。加えて干支が猪で、猪は往々に

して猪突猛進すると言われますが全くその通

りです。ですので,会の中で走り過ぎるところ

が見えましたら是非軌道修正をお願いします。

生れは北海道で小学校 3回転校、中学は幸い入

学と卒業が同じ、高校は青森で入学、高崎で卒

業、大学時代にまた転居、道案内を頼りに帰省

すると言う生立ちでした。現在は金沢区に住民

票を移してから早くも 30 数年経ちましたが、

単身赴任で横浜を離れていた時期が長く、地元

の事が良く判っていません。 

わ”の会に入会した事を機に地元の事を良

く知り、また皆様ともよりご縁を持てればと考

えています。どうぞ宜しくお願い致します。有

難う御座いました。 

 

新米運営委員新米運営委員新米運営委員新米運営委員よりよりよりより    

金久保金久保金久保金久保    常二常二常二常二    

    

入会して間もない新人が運営委員会のメン

バーに任命されました。 

新米運営委員は右往左往・五里霧中のなかを

手探りで歩んでいます。今年度、初めて運営委

員を務めさせていただきますが、この大役を私

でいいのかと思いもありました。あまりの荷の

新任新任新任新任・・・・退任退任退任退任のののの挨拶挨拶挨拶挨拶    
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重さに押しつぶされそうな責任も感じており

ます。しかし、あまり深く考えず、周りの先輩

に助け舟をもらい無事に過せたらと思ってい

ます。そして、心の栄養として大いなる感動を

生む計画を運営委員会メンバーとお互いに協

力・努力し合いながら、計画して行きたいと考

えています。 

自分ひとりの知恵は限られているけれど、多

くの方々の知恵でまだ見ぬ「“わ”の会」の可

能性を引き出せたらと思います。 

宜しくお願い致します。            

 

    

運営委員就任挨拶運営委員就任挨拶運営委員就任挨拶運営委員就任挨拶    
                                吉田吉田吉田吉田    博博博博    
 

私は“わ”の会に平成 23 年に入会し、ちょう

ど１年たちました。 

東京より金沢に住みつき 36 年となりますが、

暇を見て近くの金沢北条氏ゆかりの県立金沢文

庫、称名寺などを見学散歩するくらいで金沢の歴

史に関して特に興味知識も有りませんでした。 

たまたま昨年“わ”の会に入会する機会に巡り

会いこの１年間、会の行事に参加したことにより

歴史ある金沢を少しでも学習する事に恵まれ改

めて歴史ある金沢の町に住んでいることに少し

誇りを持ち、幸せを感じることに気がつきました。 

さて、このたび“わ”の会運営委員に就任依頼

されましたが、私は会に入会しまだ１年の学習経

験しかなく運営委員の任務をこなすことが出来

るのかいまだに戸惑いを感じています。しかしな

がら、今回会の委員の一員に選ばれたことで、こ

れからの会の運営企画、新会員確保などの活動に

携わることになりますが、今後は会員、運営委員、

外部との交流をはかり、皆様のお知恵を拝借し

“わ”の会発展向上をめざし私自身出来る限りの

努力をしたいと思います。 

最後に私の好きな“わ”の会、五つの総括され

た言葉を心に締めて皆様とともに会を盛り上げ

ていきましょう。 

 

 

運営委員運営委員運営委員運営委員のののの退任退任退任退任にあたりにあたりにあたりにあたり    
吉田吉田吉田吉田    寿紀寿紀寿紀寿紀        

 

3 年半前、先輩から「運営委員をやってくれ

ないか」という声に押され、又周囲の方からの

「全面的にサポートするよ」という“甘い言葉”

に乗せられて気軽に運営委員になりました。し

かし所属している「寺社を巡る会」では毎月の

探訪とその後の『反省会』でほとんどの皆様と

は顔見知りでしたが、 “わ”の会という 120

名の大所帯の全体の活動や各分科会の動きは

ほとんど把握していない状態で全くの“新入

生”でした。 

引き受けた仕事は会計担当でしたが、その 1

年目の決算では決算金額と実際の手持ち金額

が合致しないことが判り四苦八苦をしました。

このため数年前まで遡り分析をすると途中か

ら会計方式が変更されたことに起因する事が

解ってきました。このため監査人とも相談し会

計事務を“素人でも出来る様”に“家計簿方式”

（単年度決算）に変更させて頂きました。 
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また、内田探訪実行委員長の下で探訪の事務

局をやらせて頂き2回に分けて行った釜利谷探

訪では多くの皆様のご協力のお蔭で何とか職

務を果たせたと思っています。 

今回老々介護という家庭の事情が有り、まだ

十分皆様の役に立てていないという思いをし

ながら残念ながら運営委員を退任させていた

だく事になりました。 

これまでの皆様のご指導とご協力に対し心

より感謝を申し上げます。

    

「「「「古文書古文書古文書古文書をををを読読読読むむむむ会会会会」」」」代表代表代表代表のののの退退退退任任任任にあたってにあたってにあたってにあたって        

岡田岡田岡田岡田    満満満満                

 

 

平成 14 年 5 月“わ”の会が自主運営になっ

た初めての年に発足した分科会、「古文書を読

む会」に入会しました。  

入会したのは男子 6名、女子 3名の合計 9人

でした。小生を除く男子 5 人の方々は実家に古

文書があるとか、漢字にご縁のある方ばかりの

様でした。 

 一年半ほど経過した頃、代表の S氏が実家へ

転居することになり退会、副代表の U氏も事情

があって相次いで退会された。14年入会の男子

は４名になってしまいました。あとの代表を決

めるのに皆それぞれが代表辞退の事情があっ

て残った小生が代表を引き受けざるを得なく

なりました。    

平成 15 年から代表を仰せつかり 23 年 12 月

に退任いたしました。途中なかなか会員が増え

ない時期があったり、ほかのことでも苦労した

ことが多々ありましたが、何とか任務を果たす

ことができました。 

21年 3月発行の『金沢区諸家文書』（横浜開

港資料館との協働事業）、24年 4月発行の『道

標等で辿る金沢道』（「古文書を読む会」10周年

記念事業）の 2つが良き想い出になります。 

 在任中賜りましたご支援に厚くお礼申し上

げ退任の挨拶といたします。 
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本号の小俣代表挨拶で「100回講座記念事業」

に触れていますが、もう少し具体的に説明しま

す。 

 年７回の定例学習会（探訪を含む）が 1999

年（平成 11）5月に始まり、2005年（平成 17）

からは公開（歴史）講座が毎年１回追加され、

今年 5月で 100回目の講座となりました。 

①①①①    記念講座記念講座記念講座記念講座 

 これを記念して、「100 回記念講座」と銘打

ち、県立金沢文庫長の永村眞氏に「称名寺と金

沢氏」のテーマで講演していただきます。永村

氏の講演は、その該博な知識となめらかな口調

で人気があり、いつも満席になります。 

②②②②    記念昼食記念昼食記念昼食記念昼食パーティーパーティーパーティーパーティー 

 講演終了後、横浜市立大学構内の食堂で記念

の昼食パーティーを開きます。いままでのご苦

労やこれからのあり方などについて懇談した

いと考えております。会員諸兄姉のご参集をお

願いします。 

③③③③     記念品記念品記念品記念品 

 ５月の総会・学習会当日、記念品を皆様にお

配りいたします。「金沢区生涯学習“わ”の会 

100回講座記念」という名前の入った「時計・

温度計付ペン立て」です。 

④④④④    講座資料合本講座資料合本講座資料合本講座資料合本 

 学習会資料100回分を3冊のキングファイル

にまとめました。“わ”の会の蔵書・資料扱い

にして、貸出を行います。 

⑤⑤⑤⑤    講座資料一覧表講座資料一覧表講座資料一覧表講座資料一覧表 

100 回講座の一覧表を作成しました。これ

は皆様にお配りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

100100100100 回記念講座回記念講座回記念講座回記念講座    

日日日日    時時時時：：：：6666 月月月月 29292929 日日日日（（（（金金金金））））10101010：：：：00000000～～～～12121212：：：：00000000    

場場場場    所所所所：：：：県立金沢文庫県立金沢文庫県立金沢文庫県立金沢文庫    

テーマテーマテーマテーマ：：：：称名寺称名寺称名寺称名寺とととと金沢氏金沢氏金沢氏金沢氏    

講講講講    師師師師：：：：県立金沢文庫県立金沢文庫県立金沢文庫県立金沢文庫    文庫長文庫長文庫長文庫長    

                        永村永村永村永村    眞眞眞眞    氏氏氏氏    

    

100100100100 回昼食記念回昼食記念回昼食記念回昼食記念パーティパーティパーティパーティーーーー    

日日日日    時時時時：：：：6666 月月月月 29292929 日日日日（（（（金金金金））））    13131313：：：：33330000～～～～    

場場場場    所所所所：：：：横浜市立大学横浜市立大学横浜市立大学横浜市立大学    金沢八景金沢八景金沢八景金沢八景キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス    

シシシシ－－－－ガルセンターガルセンターガルセンターガルセンター１１１１ＦＦＦＦ食堂食堂食堂食堂    

会会会会    費費費費：：：：3000300030003000 円円円円（（（（女性女性女性女性    2500250025002500 円円円円））））    

    

学習会資料学習会資料学習会資料学習会資料    

記念品記念品記念品記念品    

    

100100100100 回講座記念事業回講座記念事業回講座記念事業回講座記念事業    
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本年のフォーラムは 3 月 10 日、以前に戻っ

て土曜日に開催されました。今年の寒い冬を象

徴するかのように朝から冷たい雨が降り、昨年

の大震災直後だった時と同様に条件に恵まれ

ない開催となりました。 

主催は「金沢区生涯学習交流会実行委員会」、

共催は「金沢区役所」で例年と同じでありまし

たが、企画・運営の方法が大きく変わりました。

このフォーラムは区役所が指揮･運営を行って

きましたが、本年で９回目と回を重ね成熟して

きたこともあり、フォーラムに関わる業務を

徐々に移行して、最終的には実行委員会に事業

全体を任せたいという意向があり、区役所側が

行なってきた業務の多くを実行委員会が担当

することになりました。 

そのため、すべての参加者･団体が実行委員

となり、かつ何れかの作業チームのメンバーと

なることが義務付けられました。会長･副会長･

会計からなる役員会、役員会と作業チームのリ

ーダーからなる運営委員会と組織を明確にし

ました。従来の準備作業の他、会議の案内状作

成･発送、参加者募集業務、会場レイアウト作

成･準備、各種書類･チラシの作成･印刷、備品

調達等々事務的な事を含めて多くの事柄を役

員を中心に実行委員会が行ないました。“わ”

の会からは運営委員 1名がアンケート・チーム

のリーダーとして参加し、アンケート作成・実

施・まとめ、スタンプ・ラリー実施・プレゼン

ト用意などを行うとともに、全体の企画・運営

に協力しました。 

フォーラムの当日は、体育室の展示ブースで

“わ”の会の活動内容を展示･説明･会員募集を

行いました。従来は会の組織や分科会活動の詳

しい説明をしていましたが、来場者がゆっくり

見たり読んだりしていかないという意見があ

り、目につきやすいということを主眼にして写

真１のパネルを作成しました。また、写真２の

ような来場者が立寄りやすい雰囲気作りと丁

寧な説明に努めました。そのお陰か、3 名の会

員応募を得ました。展示や説明にはまだまだ改

良の余地がありそうで、来年は皆様方の更なる

ご指導を期待したく思います。また、当日は会

場全体の設営･撤収・アンケート回収・プレゼ

ント手渡しに当会運営委員が多数参加しまし

た。 

公式発表はまだありませんが、参加団体･個

人は体育室展示ブース３２、多目的室等出演１

５、体験コーナー等１０で例年並み。来場者は

天候の関係もあり、昨年と同じくらいの 400～

500 人くらいで、一昨年以前より少ないようで

す。しかし各ブースとも話し込んでいる来場者

が終日見られ、体育室にも琴の音などの BGMも

流れ和気藹藹とした雰囲気のように感じまし

た。 

悪天候にも拘らず、ご来場いただいた“わ”

の会々員の皆様方に御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真写真写真写真 1111““““わわわわ””””のののの会会会会ブースブースブースブースのののの展示展示展示展示パネルパネルパネルパネル    

    

写真写真写真写真 2222 ブースブースブースブースでのでのでのでの来客対応来客対応来客対応来客対応    

    

「「「「フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム KANAZAWAKANAZAWAKANAZAWAKANAZAWA」」」」参加報告参加報告参加報告参加報告    
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会報 35号(2010/11)掲載分に続く“わ”の会

蔵書・資料の一覧です。 

この間に、他所から多くの寄贈を受けました

が、その中に混じって会員個人や分科会として

の著作物 3件の寄贈がありました。具体的には、 

・No.56：会員の真田さんが 1 人で東海道沿

いの古蹟を尋ねて、写真とともに筆跡の読下し

をまとめられたものです。 

・No.60：会員の北野さんが「浮雲俳句会」

での句作指導のために句会ごとに執筆された

ものを 1冊の本にまとめられたものです。 

・No.61：「古文書を読む会」創設 10周年事

業として保土ヶ谷から瀬戸神社までの金沢道

を辿り、路傍の道標などを実地に見聞し、筆

跡・読下し・解説をまとめたものです。 

また、100 回講座記念事業の一つとして、

“わ”の会設立以来の全 100回の講座資料を３

巻に集成して蔵書・資料 No.62～63に加えまし

た。 

貸出し希望の会員は電話(045-782-8147 小

俣)、または電子メール 

（yokohama.kanazawa.wanokai@gmail.com）

でお知らせ下さい。 

 

 
 

NoNoNoNo    
著著著著            者者者者    

編編編編    集集集集    者者者者    

書書書書                    名名名名    

資資資資        料料料料        名名名名    
発行日発行日発行日発行日    発行元発行元発行元発行元    

入手日入手日入手日入手日    

((((入手法入手法入手法入手法))))    

52 

金沢まちづくりの

会・能見堂跡地再

生プロジェクト編 

能見堂跡地再生 

プロジェクト活動報告 

よみがえれ！能見堂 

2010.10.31 

金沢まちづくりの

会・能見堂跡地再生

プロジェクト 

2011.1 

(寄贈:発行元) 

53 
神奈川県立図書館

調査部地域資料課 
郷土神奈川 第 49号 2011.3.1 

神奈川県立 

図書館 

2011.3 

(寄贈:発行元) 

54 
横浜郷土史団体連

絡協議会 

横浜郷土史団体連絡協議会

会報 Vol.５ 
2011.4.16 

横浜郷土史団体

連絡協議会 

2010.４ 

(寄贈:発行元) 

55 横浜開港資料館 
横浜開港資料館紀要 

 第 29号 
2011.3.31 横浜開港資料館 

2011.6 

(寄贈:発行元) 

56 真田雅行 
神奈川旧東海道沿いの古蹟

を読む 
2011.7 真田雅行 

2011.8 

(寄贈:発行元) 

57 
神奈川宿遊学セミナー 

横浜開港資料館 

東海道神奈川宿 

神奈川宿遊学セミナー連続講座

「神奈川の近代～宿から町、

そして区へ～」 

2011.7 

神奈川宿遊学 

セミナー 

2011.8 

(寄贈:発行元) 

58 永井 晋 

「寺社を巡る会」 

10周年記念講演会資料 

金沢北条氏 

 鎌倉時代を動かした人々 

2011.11.21 寺社を巡る会 
2011.11 

(寄贈:発行元) 

“わ”の会蔵書・資料 
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NoNoNoNo    
著著著著            者者者者    

編編編編    集集集集    者者者者    

書書書書                    名名名名    

資資資資        料料料料        名名名名    
発行日発行日発行日発行日    発行元発行元発行元発行元    

入手日入手日入手日入手日    

((((入手法入手法入手法入手法))))    

59 火曜古文書会 

【地域資料を読む ６】 

武蔵国久良岐郡森公田村 

浜田家・斉藤家文書 

2011.12 横浜開港資料館 
2012.1 

(寄贈:発行元) 

60 北野清市 俳句読本 2012.4.15 文芸社 
2012.3.25 

(寄贈：著者) 

61 古文書を読む会 
古文書を読む会 10周年記念事業 

道標等で辿る金沢道 
2012.4 古文書を読む会 

2012.4.14 

(寄贈：著者) 

62 運営委員会 
“わ”の会講座資料集 （１） 

 1999 ～ 2004 

2012.4 運営委員会 ― 

63 運営委員会 
“わ”の会講座資料集 （２） 

 2005 ～ 2007 

2012.4 運営委員会 ― 

64 運営委員会 
“わ”の会講座資料集 （３） 

 2008 ～ 2011 

2012.4 運営委員会 ― 

65 

神奈川県立図書館

企画サービス部 

地域情報課 

郷土神奈川 第 50号 2012.2.28 

神奈川県立 

図書館 

2011.3 

(寄贈:発行元) 

66 
横浜郷土史団体連

絡協議会 

横浜郷土史団体連絡協議会

会報 Vol.６ 
2012.4.28 

横浜郷土史団体

連絡協議会 

2010.４ 

(寄贈:発行元) 
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        公開歴史講座公開歴史講座公開歴史講座公開歴史講座「「「「弘法大師弘法大師弘法大師弘法大師のののの仏身観仏身観仏身観仏身観」」」」    

 

開催日開催日開催日開催日：：：：2012201220122012 年年年年 2222 月月月月 18181818 日日日日（（（（土土土土））））    

場場場場    所所所所：：：：龍華寺龍華寺龍華寺龍華寺    本堂本堂本堂本堂    

講講講講    師師師師：：：：龍華寺龍華寺龍華寺龍華寺    住職住職住職住職    和田和田和田和田    大雅大雅大雅大雅    氏氏氏氏    

出出出出    席席席席：：：：110110110110 名名名名（（（（うちうちうちうち会員会員会員会員 60606060 名名名名    出席率出席率出席率出席率 49.149.149.149.1％％％％))))、、、、ビジタービジタービジタービジター50505050 名名名名((((うちうちうちうち龍華寺檀家龍華寺檀家龍華寺檀家龍華寺檀家 21212121 名名名名））））    

 

講演講演講演講演概要概要概要概要    

講演は、3 月 11 日の大地震から一年を目前

にして住職の発議で東日本大震災の犠牲者へ

黙祷を捧げてから始まった。 

本題に先立って龍華寺の縁起を「洲崎村龍源

寺略縁起」を元に話された。源頼朝が六浦に創

建した淨願寺が寺の起こりで、淨願寺が火災な

どで衰退した後、明応 8年(1499)洲崎にあった

光徳寺を併せて融弁上人が開山となって龍華

寺が創建された。 

 本題の「弘法大師の仏身観」に入る。まず、

宗教の定義から説き起し、仏教の成り立ちを話

された。仏教の源流はインダス文明から始まり、

さらに侵入したアーリア人の自然現象の神格

化による神々の誕生、ブラーフマナ時代のバラ

モン教(ヒンズー教のもと)、ウパニシャッド時

代のジャイナ教の成立と続き、釈尊(BC463～

383)に至る。35歳で悟りを開き、その後 45年

間ガンジス河流域を中心に教えを説いた。 

この間、現在も続くカースト制度、マザー・

テレサの「死を待つ人々の家」、聖なるガンジ

ス河の話など挿入された。なお、2 月 15 日は

釈尊の入滅日であるとのこと。 

釈迦の死後、釈尊の教えそのものを知り修行

する小乗仏教に対し、一般庶民の救いも含めた

大乗仏典の発生へと仏教の改革発展の時代

(AD150～650)が来る。本日のメーンテーマで

ある仏、仏陀をどのように捉えるかという仏身

観の問題もこのころからの問題となる。たとえ

ば三身説では、釈尊のみを仏とみなす(応身仏)、

或いは大日如来(永遠不滅の心理の人格化、法身

仏)、阿弥陀如来(過去の本願に報いられてなっ

た仏、報身仏)も仏とみなすか、などという事ら

しい。空海は法身仏の教えを密教と称し、宇宙

全体、真理をそのまま説く｢法｣を重視した。曼

荼羅は大日如来を中心にして、諸尊を配置した

図であり、真言密教を図示している。この辺の

話になると凡俗の身の筆者には中々難しい。即

身成仏の思想や大師信仰の話で講演は終わっ

たが、最後に現在の政治家等への宗教心の必要

性に触れられた。 

今回の講座のレジュメは難解な内容を歴史

から説き起こし、分かり易く簡潔にまとめて頂

き、さらに詳しく勉強する人には大いに参考に

なります。寺縁起や曼荼羅の資料と共にお寺で

用意して頂きました。そのうえ中休みには甘酒

やお菓子まで御馳走になり、講師をお引受頂い

たご住職をはじめお寺の皆様に大変お世話に

なりました。（相川） 

    

    

学習会学習会学習会学習会のののの概要概要概要概要ととととアンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果    
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アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果         

①①①① 全体評価全体評価全体評価全体評価            

大変良かった：7 良かった：6 普通：2 

    

②②②② 良良良良かったことかったことかったことかったこと    

・仏教について体系だった話を聴いたことがなかったので、有難かった（6） 

・難しい仏身観を易しく話して頂いた (5) 

・弘法大師についてある程度理解出来た(４) 

・顕教と密教の説明(2) 

・大日如来と即心成仏が真言宗の中心であること 

・仏教の歴史と教えの概要が理解出来た 

・弘法大師と空海の使い分け 

 

③③③③ 最最最最もももも印象深印象深印象深印象深かったことかったことかったことかったこと 

・和田住職の人間味のある温かさを心から感じた(2) 

・心のこもった接待を受け、嬉しさを感じた(2) 

・東北大震災の長野(？)さんに仏身を感じた(2) 

・弘法大師の教え(2) 

・凡聖不二の説明 

・和田住職が良く勉強されている宗教家あること 

 

 

 

 

龍華寺龍華寺龍華寺龍華寺本堂本堂本堂本堂でのでのでのでの講演風景講演風景講演風景講演風景 

和田和田和田和田    大雅大雅大雅大雅    氏氏氏氏 
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平成平成平成平成 23232323 年度年度年度年度    第第第第 23232323 回回回回    鑑賞会鑑賞会鑑賞会鑑賞会    

眺眺眺眺めのいいめのいいめのいいめのいい部屋部屋部屋部屋        AAAA    RoomRoomRoomRoom    withwithwithwith    aaaa    ViViViViewewewew    

                         ＜鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞日：：：：2012201220122012・・・・3333・・・・12121212＞ 

制制制制    作作作作：：：：1986198619861986 年年年年    イギリスイギリスイギリスイギリス                                    上映時間上映時間上映時間上映時間：：：：117117117117 分分分分    

監監監監    督督督督：：：：ジェイムスジェイムスジェイムスジェイムス・・・・アイボアイボアイボアイボリーリーリーリー                            原原原原                作作作作::::ＥＥＥＥ・・・・ＧＧＧＧ・・・・フォスターフォスターフォスターフォスター    

出出出出    演演演演：：：：ヘレナヘレナヘレナヘレナ・・・・ボナムボナムボナムボナム・・・・カーターカーターカーターカーター、、、、マギーマギーマギーマギー・・・・スミススミススミススミス、、、、ダニエルダニエルダニエルダニエル・・・・デイデイデイデイ・・・・ルイスルイスルイスルイス    

                ジュリアンジュリアンジュリアンジュリアン・・・・サンズサンズサンズサンズ、、、、デンフォルムデンフォルムデンフォルムデンフォルム・・・・エリオットエリオットエリオットエリオット、、、、ジュディジュディジュディジュディ・・・・デンチデンチデンチデンチ    

そのそのそのその他他他他：：：：アカデミーアカデミーアカデミーアカデミー賞脚色賞脚色賞脚色賞脚色、、、、衣装衣装衣装衣装、、、、美術美術美術美術のののの 3333 部門部門部門部門でででで受賞受賞受賞受賞    

    

あ ら すあ ら すあ ら すあ ら す じじじじ    

 1907 年、イギリスの良家の令嬢ルーシー

（Ｈ・Ｂ・カーター）は年上の従姉シャーロッ

ト（Ｍ・スミス）に付き添われ、イタリアのフ

ィレンツェを訪れる。イギリス人観光客がよく

訪れるペンションに着いた二人は、彼女たちの

部屋がアルノ河に面した眺めのいい部屋でな

く、中庭に面していたのでがっかりする。シャ

ーロットが苦情を言うのを聞いたエマソン

（Ｄ・エリオット）は彼と息子ジョージ(Ｊ・

サンズ)の眺めのいい部屋と交換してあげよう

と申し出た。 

しかし、何事も秩序を重んじるシャーロット

は断るが、同宿していたルーシーの地元教区の

ビーブ牧師に説得され申し出を受ける。 

 翌朝、一人で街を見物していたルーシーは、

シニョール広場で喧嘩で胸を刺された男が血

だらけになって倒れる場面を目撃し、ショック

で気を失う。ルーシーを救ったのは通り合わせ

たジョージであった。二人はお互いを意識する。

ある日、近郊の渓谷へのピクニックに宿泊客は

出かけるが、ルーシーとジョージは麦畑で二人

きりになった時、激情にかられたジョージはキ

スをする。二人の仲に気付いたシャーロットは

旅行を中止してイギリスに帰った。帰国して数

カ月後、ルーシーは教養豊かなシシル・ヴァイ

ス（Ｄ・Ｄ・ルイス）から求婚され、婚約する。

そのシシルがロンドンで出会ったエマソン親

子にルーシーの家に近い貸家の世話をしたこ

とから、ルーシーとジョージは再会する・・・ 

「「「「懐懐懐懐かかかかしのしのしのしの映画映画映画映画」」」」鑑賞録鑑賞録鑑賞録鑑賞録    No.No.No.No.６６６６    
    「「「「懐懐懐懐かしのかしのかしのかしの映画映画映画映画をををを観観観観るるるる会会会会」」」」代表代表代表代表    佐藤佐藤佐藤佐藤    晃晃晃晃    
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解解解解                説説説説    

イギリスの作家Ｅ・Ｍ・フォスターの同名小

説を監督のＪ・アイボリーが映画化した。フォ

スターには異なった価値観、宗教観を持つ者同

士が触れ合うことで巻き起こす葛藤を描いた

作品が多いが、この映画でも、20世紀初頭のイ

ギリスの階級制度を皮肉りながら、新しい価値

観のもとで成長していく若い恋人同士に祝福

の手を差し伸べている。アイボリー監督も、イ

ギリス中産階級の“因習と偽善”をシャーロッ

トやシシルを通して描き、エマソン親子の“自

由な思想”の人々との対比を通して、鋭い文明

批判を加えている。 

 この映画の魅力は、20世紀初頭のエドワード

７世治下の「エドワーディアン」といわれるイ

ギリス社会の描写である。まず、イギリスの田

園生活の美しさである。この時代、｢カントリ

ーライフ｣にあこがれて、都会の人々が田園生

活を楽しむために多くの「カントリーハウス」

が作られた。また、アイボリー監督は、衣装、

調度品に細心の注意を払ってこの時代の優雅

な風俗を再現した。 

 

 

平成平成平成平成 23232323 年度年度年度年度    第第第第 24242424 回回回回    鑑賞会鑑賞会鑑賞会鑑賞会    

張込張込張込張込みみみみ 

＜＜＜＜鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞日：：：：2012201220122012・・・・3333・・・・26262626＞＞＞＞    

制制制制    作作作作：：：：1958195819581958 年年年年        松竹松竹松竹松竹            上映時間上映時間上映時間上映時間：：：：116116116116 分分分分 

監監監監    督督督督：：：：野村野村野村野村    芳太郎芳太郎芳太郎芳太郎                                                        原原原原            作作作作：：：：松本松本松本松本    清張清張清張清張        

脚脚脚脚    本本本本：：：：橋本橋本橋本橋本    忍忍忍忍    

出出出出    演演演演：：：：高峰秀子高峰秀子高峰秀子高峰秀子、、、、宮口精二宮口精二宮口精二宮口精二、、、、大木実大木実大木実大木実、、、、田村高広田村高広田村高広田村高広、、、、高千穂高千穂高千穂高千穂ちづちづちづちづるるるる    

    

    

あ ら すあ ら すあ ら すあ ら す じじじじ 

警視庁捜査第一課の下岡雄次（宮口精二）と

柚木隆男（大木実）の二人の刑事は質屋殺しの

共犯石井（田村高広）を追って、佐賀へ発った。

主犯の自供によると石井は拳銃を持っており、

石井は 3年前に別れた女さだ子（高峰秀子）に

会いたがっていたという。さだ子は今は佐賀の

銀行員横川（清水将夫）の後妻となっていた。

佐賀にはまだ、石井の立ちまわった形跡はない。

二人は、横川の家の前の旅館に泊りこみ、早速

張込みを始めた。さだ子の再婚先は二十歳も歳

の離れた銀行員で、子供は三人おり、吝嗇な夫

からは一日百円の生活費しか渡されず、つまし

い生活をしている。二人の目に映ったさだ子は、

とても犯人の石井の恋人だったとは思えない

地味な女である。二人の刑事は猛暑のなかで昼

夜を分かたず張込みを続けた。 

 三日目、四日目とむなしい張込みが続く。下

岡は中年の子持ちの刑事だが、若い柚木はまだ
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独身で、区役所勤めの弓子（高千穂ひづる）と

交際しているが、家庭の事情から結婚に踏み切

れないでいる。宿にこもりっきりの二人を不審

に思った宿の女将は警察に届け出るしまつで

ある。七日目、動きがないので東京に戻ろうと

下岡が佐賀署に打ち合わせに行き、柚木が一人

でいる時、さだ子が外出した。柚木はあとを追

うが、さだ子の足が速く行方を見失った・・・ 

    

    

解解解解                説説説説    

 松本清張の原作を橋本忍が脚色し、野村芳太

郎が監督した。このトリオによる社会派推理ド

ラマの代表作である。わずか一週間のドラマだ

が、二人の刑事が汽車で犯人を追って佐賀へ向

かうシーンから犯人逮捕に至るまで、一分の隙

もない野村監督の演出で緊迫感溢れる映画と

なった。原作では刑事は若い柚木一人であった

が、映画では下岡という中年のベテラン刑事を

同行させた。二人の行動により、舞台は広がり、

ドラマにふくらみを持たせた。暑い夏のさなか、

刑事達は油汗を流しながらひたすら張込みを

続ける。カメラもまた、克明にその姿を追う。

それが、原作では表せない緊張感をもたらした

のである。 

 高峰秀子の好演も光る。平凡な主婦が昔の恋

人に会うと一変し,火の付いたように燃え上が

る。女の哀しさが身に沁みる。 

 松本清張、橋本忍、野村芳太郎のトリオはこ

の後、「ゼロの焦点」（1961年）、「影の車」（1970

年〕、「砂の器」（1974年）の名作を生んだ。 

    

    

平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度    第第第第 1111 回回回回    鑑賞会鑑賞会鑑賞会鑑賞会    

インドインドインドインドへのへのへのへの道道道道        AAAA    PassagePassagePassagePassage    ToToToTo    INDIAINDIAINDIAINDIA    

＜＜＜＜鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞日：：：：2012201220122012・・・・4444・・・・9999＞＞＞＞ 

制制制制    作作作作：：：：1984198419841984 年年年年    イギリスイギリスイギリスイギリス                                                上映時間上映時間上映時間上映時間：：：：164164164164 分分分分    

監監監監    督督督督：：：：デデデデヴヴヴヴィットィットィットィット・・・・リーンリーンリーンリーン                                                原原原原        作作作作：：：：ＥＥＥＥ・・・・ＭＭＭＭ・・・・フォスターフォスターフォスターフォスター    

出出出出    演演演演：：：：ジュデイジュデイジュデイジュデイ・・・・デイデイデイデイヴヴヴヴィスィスィスィス、、、、ビビビビククククターターターター・・・・ババババナルジーナルジーナルジーナルジー、、、、ナイジェルナイジェルナイジェルナイジェル・・・・ヘイヘイヘイヘイババババースースースース    

ＰＰＰＰ・・・・アシュアシュアシュアシュクロクロクロクロフトフトフトフト、、、、アレッアレッアレッアレックククク・・・・ギネスギネスギネスギネス、、、、ジェームスジェームスジェームスジェームス・・・・ホホホホッッッッククククスススス    

そのそのそのその他他他他：：：：アカデミーアカデミーアカデミーアカデミー助助助助演女演女演女演女優優優優賞賞賞賞（（（（ＰＰＰＰ・・・・アアアアシュシュシュシュクロクロクロクロフトフトフトフト）、）、）、）、音楽音楽音楽音楽賞賞賞賞（（（（モモモモーリスーリスーリスーリス・・・・ジャールジャールジャールジャール））））    

    

あ ら すあ ら すあ ら すあ ら す じじじじ    

第一次大戦後の英国の植民地インドのチャ

ンドラポアへ、英国嬢アデラ（Ｊ・ディヴィス）

は婚約者のロニー（Ｎ・ヘイバース）を訪ねる。

ロニーは治安判事で、同行者のムーア夫人

（Ｐ・アシュクロフト）はロニーの母親である。

壮大な自然と神秘的なインドに触れるべくム

ーア夫人とアデラはインド人と交友を深めよ

うとするが、周囲の英国人からは好まれない。

二人は英国人の特権意識と英国人に反感を持

つインド人の対立を感じるようになる。ムーア



 

19 

夫人とアデラはインド人の医師アジス（Ｖ・ヴ

ァナジルジー）、インド人哲学者ゴッド・ボー

ル（Ａ・ギネス）、英国人の大学教授フィール

ディング（Ｊ・フォックス）と知り合う。 

アジスの誘いで、ムーア夫人とアデラはマラ

バー洞窟に行く。洞窟は暗く、小さな叫び声も

大反響となってこだまする。気分が悪くなった

ムーア夫人を残して、アデラとアジスはさらに

奥の洞窟に向かった。一人で洞窟に入ったアデ

ラは、恐怖から精神に錯乱をきたし、急に一人

で山の斜面を駆け下りた。アデラは途中で転び、

サボテンの針に刺され、血だらけになって救わ

れる。アジスは駅で逮捕された。理由は、アジ

スがアデラに暴行したとのことで、アデラを助

けたカレンダー夫人が告訴し、アデラも同意し

たからだ。裁判が始まり、反英感情は一気に高

まった。アジスに有利な証言をさせないために、

ロニーは母のムーア夫人に帰国を勧める。夫人

は帰路、洋上で亡くなる・・・ 

 

    

解解解解            説説説説    

英国の作家Ｅ・Ｍ・フォスターの同名の小説

の映画化である。フォスターの小説は異なった

価値観を持つ二つの文明の軋轢を描き、異文化

文明と溶けあえない若い女性の悲劇を描いて

いる。Ｄ・リーン監督は、魔物のようなインド

の大自然を見事なロケーションでとらえ、われ

われ観客を圧倒する。リーン監督の『アラビア

のロレンス』のアラビアの砂漠シーン同様、映

画の魅力を存分に味合わせてくれた。リーン監

督（1908～1991）の映画は当会では、『逢引き』

（1945年）、『旅情』（1955年）、『アラビアのロ

レンス』（1962年）、『ドクトル・ジバゴ』（1965

年）とすでに４本観賞しており、映画フアンを

楽しませてくれた。なお、この映画はリーン監

督の最後の作品である。 
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【【【【日本日本日本日本のののの野野野野鳥鳥鳥鳥】】】】 

今年度の兼題「野鳥シリーズ」も回を重ね、余すところ、帰雁（３月）・雲雀（ひばり。

４月）・時鳥（ほととぎす。５月）となった。 

そこで今回は、「日本の野鳥」について、ダイジェストに復習しておこう。「日本の野鳥」

は、“留鳥”（りゅうちょう）と“渡り鳥”に大別できる。“留鳥”は、季節的な移動をおこな

わず、一か所に定住する鳥。例えば、雀・鳶・からす・雉（きじ）・翡翠（かわせみ）・雲雀・

鳩・百舌（もず）などが挙げられる。 

これに対し“渡り鳥”は、季節によって住む土地を変える鳥で、次の４グループに分類す

ることができる。 

① 旅鳥（たびどり）は、我が国より北方で繁殖し、我が国より南方で冬を越し、両地の間

を往復する途中、我が国に立ち寄る鳥。…千鳥・鴫（しぎ）類〈背だかしぎ、雲雀しぎ、磯

しぎ、浜しぎ等〉・胸黒（むらぐろ）・鯵刺など 

② 夏鳥（なつどり）は、夏の間我が国で繁殖して、冬は暖かい地方に移ってゆく鳥。…燕・

ほととぎす・郭公・筒鳥・十一（じゅういち）・大瑠璃など 

③ 冬鳥（ふゆどり）は、我が国より北方で繁殖し、寒くなると我が国に渡ってきて冬を越

す鳥。…鶴・白鳥・雁・鴨・鶫（つぐみ）・常鶲（じょうびたき）など 

④ 漂鳥（ひょうちょう）は、季節により食物を求めて、山と村落の間を往復する鳥。… 

鶯・目白・鶉（うずら）など 

 

   甲甲甲甲高高高高いいいい声声声声とどろかすとどろかすとどろかすとどろかす孕孕孕孕みみみみ鳥鳥鳥鳥        一清一清一清一清    

    

 

一月一月一月一月（（（（睦睦睦睦月月月月））））    ＨＨＨＨ２４２４２４２４年年年年１１１１月月月月２９２９２９２９日日日日    

 

 一年の最初の月である。陰暦では１月を正月

というが、現在では、正月といえば、新年のこ

とである。 

ひのもとのひのもとのひのもとのひのもとの国旗国旗国旗国旗をををを立立立立てててててててて年初年初年初年初めめめめ            一清一清一清一清 

    （以下第５６回例会の投句） 

初電車杖初電車杖初電車杖初電車杖がががが杖杖杖杖へとへとへとへと席譲席譲席譲席譲るるるる（（（（天賞天賞天賞天賞））））        一馬一馬一馬一馬 

「「「「もつこすもつこすもつこすもつこす」」」」のののの骨身骨身骨身骨身のゆるむのゆるむのゆるむのゆるむ榾火榾火榾火榾火かなかなかなかな    

（（（（人賞人賞人賞人賞））））    十九十九十九十九    

 壬辰（みづのとたつ）、動物では「昇り竜」

の年。また４年に一度の閏年〓オリンピック

（ロンドン）の年。更に選挙イヤーであり、近

隣では台湾・中国それに韓国。欧米ではロシ

ア・フランスそれにアメリカにおいて大統領の

選挙がある。 

「「「「浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会」」」」抄録抄録抄録抄録    No.17No.17No.17No.17    

「「「「浮雲俳句浮雲俳句浮雲俳句浮雲俳句会会会会」」」」代表代表代表代表    北野北野北野北野    清市清市清市清市    
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 大志大志大志大志いまいまいまいま開開開開かんとせりかんとせりかんとせりかんとせり成人日成人日成人日成人日                    一清一清一清一清 

 寒林寒林寒林寒林のののの闇縫闇縫闇縫闇縫ふふふふ如如如如くくくく列車列車列車列車はすはすはすはす((((特選特選特選特選)   )   )   )   ともともともとも女女女女    

 水仙水仙水仙水仙にににに讃美歌讃美歌讃美歌讃美歌のののの声声声声しみわたるしみわたるしみわたるしみわたる                        一清一清一清一清 

１月も上旬には、「寒の入り」となり、９日

に「成人の日」を迎え、〈寒林〉を列車が走り、

教会の〈讃美歌〉が〈水仙〉に〈しみわたる〉

ようになる。 

浮寝鳥波浮寝鳥波浮寝鳥波浮寝鳥波のまにのまにのまにのまに間間間間にににに見見見見ええええ隠隠隠隠れれれれ((((特選特選特選特選))))        好童好童好童好童    

おやこんなおやこんなおやこんなおやこんな小小小小さなさなさなさな川川川川にににに浮寝鳥浮寝鳥浮寝鳥浮寝鳥（（（（特選特選特選特選））））    三旦三旦三旦三旦    

かさねたるかさねたるかさねたるかさねたる命命命命のきづなのきづなのきづなのきづな浮寝鳥浮寝鳥浮寝鳥浮寝鳥                        一清一清一清一清    

 日本に渡ってきた冬鳥も、寒さのせいか、翼

の中に首をつっこんで、浮いたまま眠っている。 

 冴冴冴冴えるえるえるえる星億光年星億光年星億光年星億光年のののの果果果果てにまでてにまでてにまでてにまで((((特選特選特選特選))))        二祥二祥二祥二祥    

 寒昴逢寒昴逢寒昴逢寒昴逢へないへないへないへない距離距離距離距離とととと時間時間時間時間かなかなかなかな                        一清一清一清一清 

 ２１日は「大寒」。この頃の星は空気が澄ん

でいて、大変綺麗だ。 

拍手拍手拍手拍手はげんこもごもごはげんこもごもごはげんこもごもごはげんこもごもご初天神初天神初天神初天神((((地賞地賞地賞地賞))))        一幸一幸一幸一幸    

さしのぼるさしのぼるさしのぼるさしのぼる朝日朝日朝日朝日まろやかまろやかまろやかまろやか春隣春隣春隣春隣((((特選特選特選特選))))        国眼国眼国眼国眼    

 ２５日に〈初天神〉があり、学問の神様菅原

道真に願かけをしたり、下旬ともなると日脚が

伸び、〈春隣〉の感が漂うようになる。 

 

二月二月二月二月（（（（如如如如月月月月））））    ＨＨＨＨ２４２４２４２４年年年年２２２２月月月月２６２６２６２６日日日日    

 

 ２月に入ると３日は節分、４日立春。そして

７日には、早々と「春一番」を思わせる嵐が吹

き荒れ、気温も１８度に上昇した。しかし、次

の日には「寒の戻り」と春先の季節の変化は激

しい。 

 豆打豆打豆打豆打てりてりてりてり夷狄夷狄夷狄夷狄のののの鬼鬼鬼鬼のみぞおちへのみぞおちへのみぞおちへのみぞおちへ            一清一清一清一清    

                （以下第５７回例会の投句） 

 薄氷薄氷薄氷薄氷やややや棺棺棺棺のなかにはのなかにはのなかにはのなかには筆筆筆筆あまたあまたあまたあまた((((人賞人賞人賞人賞)  )  )  )  勝美勝美勝美勝美        

 薄氷薄氷薄氷薄氷をかざすをかざすをかざすをかざす子踏子踏子踏子踏むむむむ子持子持子持子持ってくってくってくってく子子子子（（（（特選特選特選特選））））    

ともともともとも女女女女    

 今年は例年以上に寒い日が続く。２月だとい

うのに氷点下の朝が、ちょくちょく表われ、〈薄

氷〉を見掛ける。 

半分半分半分半分をををを省略省略省略省略したるしたるしたるしたる初音初音初音初音かなかなかなかな                            一清一清一清一清 

無住寺無住寺無住寺無住寺にににに藪鶯藪鶯藪鶯藪鶯のののの遠音遠音遠音遠音かなかなかなかな（（（（天賞天賞天賞天賞））））                一馬一馬一馬一馬 

鶯鶯鶯鶯のののの息息息息もももも切切切切らさぬらさぬらさぬらさぬ谷渡谷渡谷渡谷渡りりりり（（（（特選特選特選特選））））                十九十九十九十九 

鶯鶯鶯鶯のののの一鳴一鳴一鳴一鳴きありしきありしきありしきありし雑木山雑木山雑木山雑木山（（（（特選特選特選特選））））                一一一一梲梲梲梲 

うぐひすのよぎりしうぐひすのよぎりしうぐひすのよぎりしうぐひすのよぎりし気配雨気配雨気配雨気配雨のののの朝朝朝朝((((特選特選特選特選))))        一紀一紀一紀一紀    

 〈鶯〉は、兼題「野鳥シリーズ」の第７弾。

身近な春の訪れをつげる早春の鳥だけに、多く

の佳句があった。とりわけ、「梅に鶯」という

ように、梅の咲くころに人里におりてきて、い

ろんな鳴き声をきかせてくれる〈鶯〉は、春告

げ鳥と呼ばれるのが、一番似合う。 

 盲盲盲盲ひたるひたるひたるひたる鑑真鑑真鑑真鑑真破顔梅破顔梅破顔梅破顔梅真真真真白白白白                            一清一清一清一清    

 二人二人二人二人してしてしてして金沢金沢金沢金沢めぐりめぐりめぐりめぐり木木木木のののの芽風芽風芽風芽風((((特選特選特選特選))))            国眼国眼国眼国眼    

 梅が咲くとともに〈木の芽〉がふくらむ頃は、

春の到来を一層実感する。 

 歩歩歩歩がひとつがひとつがひとつがひとつ捕捕捕捕られしられしられしられし駒駒駒駒にににに春春春春陽差陽差陽差陽差すすすす（（（（地賞地賞地賞地賞））））    

勇平勇平勇平勇平 

 実実実実をををを見見見見んとんとんとんと喜寿喜寿喜寿喜寿のののの記念記念記念記念にににに植樹植樹植樹植樹せりせりせりせり（（（（特選特選特選特選））））    

重重重重九九九九 

 百代百代百代百代のののの過客過客過客過客のひとりのひとりのひとりのひとり遍路遍路遍路遍路かなかなかなかな                    一清一清一清一清    

 春は光からというが、巡りきた春の明るい光

のなかのいろんな景は、体中に喜びを運んでく

れる。 

 

三三三三月月月月（（（（弥生弥生弥生弥生））））    ＨＨＨＨ２４２４２４２４年年年年３３３３月月月月２５２５２５２５日日日日    

 

春を初・仲・晩の３つにわけた真中の仲春。

北国でもやっと初春が始まった。その他の地域

では、春爛漫の好季節の到来だ。 

 立子立子立子立子忌忌忌忌やややや白酒白酒白酒白酒持持持持ちてちてちてちて寿福寿福寿福寿福寺寺寺寺へへへへ((((地賞地賞地賞地賞））））    一幸一幸一幸一幸           
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（以下第５８回例会の投句） 

 払払払払暁暁暁暁のののの散華散華散華散華となれりとなれりとなれりとなれり雪雪雪雪のののの果果果果（（（（人賞人賞人賞人賞））））        十九十九十九十九    

 軍艦軍艦軍艦軍艦をををを沖沖沖沖にににに置置置置きたるきたるきたるきたる朧月朧月朧月朧月                            一清一清一清一清 

 ３日は雛祭で虚子の娘立子の忌日。５日は啓

蟄（けいちつ）で虫が地上に出るころ。７日は

望月と続いて、春の足音は足早だ。 

帰帰帰帰るるるる雁雁雁雁連連連連写写写写のののの枠枠枠枠をはみをはみをはみをはみだだだだせりせりせりせり((((天賞天賞天賞天賞)    )    )    )    国眼国眼国眼国眼    

囀囀囀囀やややや百羽飛百羽飛百羽飛百羽飛びびびび立立立立つつつつ地地地地のののの響響響響（（（（特選特選特選特選））））        ともともともとも女女女女 

ロシアロシアロシアロシア語語語語のののの船船船船ののののマスマスマスマストトトトのののの帰雁帰雁帰雁帰雁かなかなかなかな                一清一清一清一清 

 ３月上旬は渡り鳥（冬鳥）の北帰行の季節。

鶴・白鳥・雁・鴨などが一斉に北を目指す。特

に、昨年大震災のあったみちのくの宮城県伊豆

沼や、秋田県八郎潟干拓地では、夥しい数の渡

り鳥が飛び立つ。 

 あさまあさまあさまあさまだだだだきききき地地地地球球球球かきわかきわかきわかきわけけけけつくつくつくつくしんぼしんぼしんぼしんぼ    

 

 蓬餅母蓬餅母蓬餅母蓬餅母とととと田舎田舎田舎田舎のののの匂匂匂匂ひありひありひありひあり（（（（特選特選特選特選））））        重重重重九九九九 

 菜菜菜菜のののの花花花花にまねてにまねてにまねてにまねて黄色黄色黄色黄色ののののワンピワンピワンピワンピーーーースススス（（（（特選特選特選特選））））    

祥祥祥祥代代代代 

 春の草は萌えいで、〈菜の花〉は勿論チュー

リップや黄水仙などが、春を満喫させてくれる。 

 蝶蝶蝶蝶をををを追追追追ふふふふ子子子子とととと母母母母をををを追追追追ふふふふ機影機影機影機影かなかなかなかな                一清一清一清一清 

 赤青黄風赤青黄風赤青黄風赤青黄風にににに染染染染めゆくめゆくめゆくめゆく風風風風車車車車（（（（特選特選特選特選））））        三旦三旦三旦三旦    

 凧揚凧揚凧揚凧揚げやげやげやげや子子子子のののの息息息息にににに足足足足すすすす父父父父のののの息息息息                        一清一清一清一清 

 ３月も中頃になると、奈良の東大寺のお水取

りあたりからは、戸外の活動も活発になる。 

 梅散梅散梅散梅散りてりてりてりて輪中輪中輪中輪中のののの出出出出でででで湯誓湯誓湯誓湯誓子子子子のののの忌忌忌忌((((特選特選特選特選) ) ) ) 一馬一馬一馬一馬 

 大正時代の４Ｓの一人、山口誓子の忌日は２

６日。〈海海海海をををを出出出出てててて木木木木枯枯枯枯しししし帰帰帰帰るところなしるところなしるところなしるところなし〉の誓

子の代表作をふと思い出すのだ。 

              （（（（特選特選特選特選））））一一一一梲梲梲梲 
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六浦は古くから｢むつら｣と呼ばれてきた。

｢むつうら｣と云われるようになったのは昭和

初期から。 

鎌倉が政治の中心だった頃は六浦津は鎌倉の

外港として、また江戸時代は金沢八景遊覧で栄

えた。 

横浜市唯一の大名米倉氏が現金沢八景駅裏の

谷戸に陣屋を構え金沢藩となっていた。 

六浦は正保頃(1644～48)六浦社家分村(瀬戸神

社領)･六浦寺分村(常福寺領)･六浦平分村。後

に社家分村･寺分村･平分村。明治 5 年(1872)

合併して三
さん

分
ぶ

村。明治 22 年市町村制施行によ

り釜利谷村と合併して久良岐郡六浦荘村大字
おおあざ

三分。昭和 11 年(1936)横浜市磯子区六浦町、

昭和 23年金沢区六浦町。昭和 53年以降住居表

示が実施された。 

以下各地域ごとにあまり知られていない習俗･

伝承･逸話などを紹介する。 

    

○○○○    六浦六浦六浦六浦((((一一一一～～～～五丁目五丁目五丁目五丁目))))(昭和 53年設置の町) 

上行寺上行寺上行寺上行寺東遺跡東遺跡東遺跡東遺跡：会報第 40 号掲載の山田氏の全

てを網羅した記述は貴重。この遺跡の破壊を主

導した横浜市の某局長の罪は深く､西方浄土へ

は行けないかもしれない､と思う。遺跡一帯は

龍華寺の前身とされる浄願寺(蔵福寺)のあっ

た場所として注目されている。 

浄願浄願浄願浄願寺寺寺寺のののの涅槃図涅槃図涅槃図涅槃図：小田原北条氏を攻めた上杉謙

信の軍勢が龍華寺から持ち去ったという。現在

土浦市の法雲寺にある。茨城県重文。流転の経

緯は不明。浄願寺(蔵福寺)は源頼朝の創建(伝)。 

上行寺上行寺上行寺上行寺：古くは真言宗の金勝寺といったが、日

蓮の船中問答の結果日蓮宗の寺に改宗改名し

た。 

榧榧榧榧のののの木木木木：推定樹齢 700 年超とみられる巨木が､

朝比奈切通登り口･瀬戸神社･上行寺にある。上

行寺の榧の木は日荷(後述)が身延山から杖が

わりに持帰った 3 本の内の 1 本という。また､

大道の宝樹院の阿弥陀如来像は榧の木の一本

造りである。 

舟繋舟繋舟繋舟繋ぎぎぎぎのののの松松松松：上行寺の境内にある。昔は寺の南

方 100m 程の平潟湾の岸辺にあった。船中問答

の後日蓮の乗った船を繋いだ松という。現在の

松は後代に植え替えられたもの。 

日日日日蓮蓮蓮蓮のののの船中問答船中問答船中問答船中問答：日蓮が下総から鎌倉に向った

際､下総の守護千葉氏の家臣富木
と き

胤
たね

継
つぐ

(後出家

して常忍)の船に乗り､法論を行い､上陸後も寺

に入り討論を続けた､という伝承。町屋の安立

寺・六浦の金勝寺(後上行寺)・杉田の妙法寺が

日蓮が上陸して入った寺と称している。    

光伝光伝光伝光伝寺寺寺寺：創建は天正 1年(1573)。開基の長野六

右衛門にまつわる伝承がある。｢六右衛門が安

房白浜で夜中に怪しげなものを切ったが翌朝

見たら阿弥陀如来の首だった。持ち帰って光伝

寺を建てた。夢見で鎌倉に胴体があるとのお告

げで、探して一体として本尊とした｣という。

本尊は阿弥陀如来立像。寺宝に地蔵菩薩立像

(県重文)､両躰弁財天像がある。 

侍従川の名は川がこの寺の中を流れていたの

で｢寺中川｣が転化したという説もある。 

境内に並木天満宮がある。裏山を光伝寺山とい

い､江戸時代後期に金沢探勝の展望所･茶店が

あった。 

六浦六浦六浦六浦あちらこちらあちらこちらあちらこちらあちらこちら（（（（1111））））    
────無名無名無名無名のののの歴史歴史歴史歴史････伝承伝承伝承伝承････逸話逸話逸話逸話などなどなどなど────    

熊谷熊谷熊谷熊谷        哲哲哲哲    
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瀬戸瀬戸瀬戸瀬戸橋橋橋橋（（（（『『『『江戸江戸江戸江戸名所名所名所名所図図図図会会会会』』』』よよよよりりりり））））    

富士山を入れた色刷の金沢八景景勝案内図を

発行していた。 

長生寺長生寺長生寺長生寺：元は真言宗の寿楽寺といい小泉
こ ず み

にあっ

たが､康安の頃(1361～62)現在地に移った。文

明年間(1469～87)蓮如の教化で頓乗が天文 1

年(1532)に改宗改名した。区内で唯一の浄土真

宗の寺。 

油堤油堤油堤油堤：西六浦交差点から侍従橋にかけてにあっ

た堤防。照手姫を探しに来た侍女が姫の化粧油

入りの箱を残して入水したことに因む。一説に

｢昔鰯の豊漁がありここで鰯を煮て油を採っ

た｣ことによる。 

小栗判官照手姫伝小栗判官照手姫伝小栗判官照手姫伝小栗判官照手姫伝説説説説：『鎌倉大草紙』にある。

説教浄瑠璃にも登場。常陸の住人小栗判官満重

に謀反の疑いありとて応永 30 年(1423)鎌倉公

方足利持氏が討伐するが落延びる。途中賊の難

にあうが､照手姫の気転により命拾い､遊行寺

で介抱され三河に行く｡後疑いが晴れて復帰。

照手姫は賊に追われ六浦の川に投げ込まれる｡

千光寺の観音のおかげで助かる。助けた村君大

夫(漁業の長)の妻の嫉妬により松葉でいぶさ

れ､美濃の遊女に売られる。判官は捜し出して

妻とする。判官の死去(応永 33年)後､姫は遊行

寺近くに庵を作り､夫や従者の菩提を弔った。

その庵は藤沢遊行寺の子院長生院といわれ､小

栗や姫などの墓がある。関連項目は油堤､侍従

川､千光寺､姫小島など。 

小山若犬丸小山若犬丸小山若犬丸小山若犬丸二二二二児児児児のののの墓墓墓墓：上行寺西の崖の上にある

五輪塔。南朝側の小山隆政(若犬丸)は父の遺志

を継ぎ鎌倉公方足利氏満と戦うが敗れ､応永 4

年(1397)会津で自害､遺児 2 名(7 歳､5 歳)が捕

えられ、鎌倉送りとなり､六浦の海に沈められ

た。平田恒吉が『金澤と六浦荘時代』で二児の

墓と推断してから一般化した。それまでは｢玉

世姫の墓｣とされており､手を触れると瘧
おこり

を病

むとて近づく者はいなかったという。 

藩校藩校藩校藩校明允館明允館明允館明允館
めいいんかん

：慶応 1 年=1865～明治 2年=1869、

金沢藩士対象の藩校､教師は佐藤忠蔵･宮川一

宗。 

三三三三分学分学分学分学舎舎舎舎：明治 6 年光伝寺内に開設､現在の六

浦小学校の前身。 

六浦小六浦小六浦小六浦小学学学学校校校校とととと大大大大道小道小道小道小学学学学校校校校のののの歴史資料歴史資料歴史資料歴史資料室室室室：両校に

歴史資料室があり､諸資料･古民具･農機具など

を収集。 

三三三三分村分村分村分村役役役役場場場場：明治期の役場は 2 階建てで､西六

浦交差点の長生寺側の角地にあった。 

青青青青いいいい目目目目のののの人形人形人形人形：米国政府の排日政策による日米

間の険悪化の緩和に寄与しようとした米人宣

教師の発意で、昭和 2年(1927)全米各地から送

られてきた人形。12,739 体。その内の 1 体が

六浦小学校に贈られたミス・ホーソン人形。昭

和 40年の学校火災で焼失した。    

    

○○○○    瀬戸瀬戸瀬戸瀬戸(昭和 53年設置) 

瀬戸瀬戸瀬戸瀬戸橋橋橋橋：嘉元 3年(1305)金沢貞顕が架橋。家康

が金沢に来た時｢岩たたく波のよるべに来てみ

れば月さえ渡る瀬戸の角橋｣と詠んだ。 
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瀬戸神社瀬戸神社瀬戸神社瀬戸神社のののの茅茅茅茅のののの輪輪輪輪（（（（吉吉吉吉田田田田純純純純一氏一氏一氏一氏撮影撮影撮影撮影）））） 

瀬戸神社瀬戸神社瀬戸神社瀬戸神社のののの天王祭天王祭天王祭天王祭：毎年 7月上旬の 8日間にわ

たり行われる牛頭天王の巡幸祭。配祠神の須佐

之男命を天王として神輿に遷座､三ツ目神楽(3

日目に行われる湯立神楽)など奏上､最終日に

は神輿が六浦の全ての地区を巡幸､拝殿前に戻

り､ご神体は本殿に還御される。神職によれば､

昔巡幸の祭列に向かって盛んにきゅうりが奉

献されリヤカー一杯になり､戻ってからの塩漬

け作業が大変だった､という。全国の天王祭に

きゅうりと河童の俗信がまつわりついている

(佐野著『瀬戸神社』の表現)ことは､この祭が

農村の水の神の祭だったことを物語っている。

昭和 22 年の天王祭の記録 DVD がある(複製可

能)。 

瀬戸神社瀬戸神社瀬戸神社瀬戸神社のののの茅茅茅茅のののの輪輪輪輪：茅の輪は茅や菅を束ねて輪    

にしたもの。大祓(12 月大晦日と夏越の祓)の

時に茅の輪くぐりが行われる。8字形に 3回く

ぐり拝殿に進む。『備後国風土記逸文』(釈日本

紀=1301頃成立？)に記載されている｢茅の輪を

腰に付ける人は災厄を免れる｣という須佐之男

命に係る伝承が起源。 

謡曲謡曲謡曲謡曲｢｢｢｢放下僧放下僧放下僧放下僧｣｣｣｣：下野の住人牧野小次郎が兄と共

に放下僧に身をやつし､父親の仇の相模の住人

利根信俊を瀬戸神社境内の三本杉のところで

討ちとる話。放下僧とは中世から近世にかけて

の大道芸人の一つ。多く僧形をしていたので放

下僧と呼ばれた。手品や曲芸など唄に合せて太

鼓などで調子をとった。 

金龍金龍金龍金龍院院院院：能仁寺の塔頭的存在で､開山の方崖元

圭(？～1383)の塔所
たっしょ

だったとみられる。境内の

九覧亭の東側崖下にはやぐらがあり墳墓だっ

た。境内の飛石は瀬戸明神の影
よう

向
ごう

石
いし

。 

九覧亭は江戸時代後期金沢遊覧の中心となっ

た。寺は金沢八景の案内絵画を多数発行してい

た。仏教絵画･彫刻も多く､方崖元圭坐像と境内

の九覧亭は指定文化財。金沢藩の藩士の墓が多

い。 

谷文晁が寛政

5 年(1793)に

描いた九覧亭

からの眺望図

｢公余探勝図･

武州金沢昇天

山九覧亭旧跡

眺望｣がある。 

龍龍龍龍石石石石：｢武蔵国

金沢の一寺の

住僧硯を愛す

る癖あり ｡あ

る日大雨す ｡

愛するところ

の硯たちまち

破れて雷電震

動してその硯

の龍あらわれ

出て天に昇る

といえり｣(『雲根志』)。この寺は金龍院説が

有力。    

泥牛庵泥牛庵泥牛庵泥牛庵：鎌倉幕府最後の執権北条高時の遺託に

より南山士雲(1254～1335)が開山。黄檗版大般
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若経 600巻がある。境内に永享の乱で自害した

海老名兄弟の宝篋印塔がある。 

裏山をお茶山とか大観山といい､金沢藩の見張

台(または見晴台)があった｡明治中後期には大

観亭という茶亭があり､藍一色の粗末ではある

が金沢八景景勝案内図を発行していた。 

四角四境祭四角四境祭四角四境祭四角四境祭とととと七瀬七瀬七瀬七瀬のののの祓祓祓祓：陰陽道の祭祀。宮中の

行事だったが、鎌倉幕府もこれに倣った。四角

は御所の四隅で 艮
うしとら

･巽･ 坤
ひつじさる

･乾の方をいう。

四境は領域外で六浦･小壺･稲村･山内。七瀬は

由比浜･金洗沢池･固瀬河･六連･鼬河･杜戸･江

嶋龍穴。『吾妻鏡』に記録がある。六連は六浦

のこと。 

六浦六浦六浦六浦のののの問丸問丸問丸問丸：中世､六浦で海上輸送を取り仕切

った廻船業者。房総や利根川中流域からの物資

輸送を行い､後には為替も扱った。光善などの

有徳人
うとくじん

を生んだ。江戸時代の問屋の源流。    

荒井平荒井平荒井平荒井平次郎次郎次郎次郎光善光善光善光善 ((((日日日日荷荷荷荷 ))))のののの仁王仁王仁王仁王運運運運びびびび：光善

(1261？～1353)が称名寺の住職との賭碁に勝

って賭けていた称名寺の仁王を身延山に運ん

だという。これにより日荷という。実際は金勝

寺(上行寺)の小さな仁王。 

光善は問丸の成功者で､邸宅が金龍院前の国道

16号辺りにあり､荒井(金沢七井の一つ)があっ

た。自ら開基となり上行寺と杉田の妙法寺を改

宗再興した。瀬戸橋の架替え費を全額負担した

(1353)。 

太田太田太田太田道灌山吹道灌山吹道灌山吹道灌山吹のののの里里里里：金沢で狩をした帰りに俄か

雨にあい雨具を借りに民家に寄った際少女が

山吹の花を差し出したという説話。｢ななへや

へ花は咲けども山吹のみのひとつだになきぞ

あやしき｣(『後拾遺和歌集』)から｢蓑笠が無い｣

という意味を知り､道灌は歌道に励んだという。

場所は｢お屋敷｣辺り説。    

金沢金沢金沢金沢藩藩藩藩：享保 7 年(1722)第 4 代皆川藩主米倉

忠仰
ただすけ

が瀬戸に陣屋を置いたのが金沢藩の始ま

り。忠仰は柳沢吉保の六男保教で米倉昌照の養

子。明治初期まで 8代約 150年続いた。1万 2

千石。陣屋は金沢八景駅西側の谷戸全体。土地

の人はここを｢お屋敷｣と呼んだ。金沢では六浦

(3 村)･釜利谷(宿村と赤井村)･寺前村を支配。

ペリー来航時にも活躍した。六浦に陣屋を構え

させたのは幕府の意図とみられている。 

映映映映画館画館画館画館：瀬戸神社の前で､現在の葬祭場になっ

ている所にあった､主に洋画を上映していた

｢金沢シネマ｣。昭和 25 年開館。邦画上映を主

にした｢キリン座｣が谷津にあった。 
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2012201220122012 年年年年 6666 月月月月～～～～8888 月月月月のののの予定予定予定予定       注：表中の「 CC 」は、「 地区センター 」の略    

 6月    7月    8月    

学習学習学習学習会会会会    

100回記念講座 
6月 29日(金)県立金沢文庫 
10：00～12：00 
称名寺と金沢氏 

県立金沢文庫長 永村 眞 氏 

7月 14日(金) 金沢 CC 
9：30～12：00 
三浦一族の興亡① 
誕生から鎌倉幕府成立まで 
青山学院大学  
講師 真鍋 淳哉 氏 

8月4日(土) 県立金沢文庫 
9：30～12：00 
鎌倉密教 
県立金沢文庫 主任学芸員 

永井 晋 氏 

寺寺寺寺社社社社をををを    

巡巡巡巡るるるる会会会会 

6月 7日（木） 
集合:小田急高座渋谷駅 
テーマ: 高座渋谷、飯田地区 
行動:鯖神社,本興寺,飯田神
社,無量寺,三柱神社,佐馬神
社、富士塚城址 

7月 5日（木） 
集合:京急屏風浦駅 
テーマ:杉田屏風ヶ浦地区 
行動:森浅間神社,林香寺,篁
修寺,東漸寺,杉田八幡,妙法
寺 

8月 2日（木） 
集合:未定 
テーマ:ＤＶＤ鑑賞 
    (百寺巡礼Ⅳ) 

古文古文古文古文書書書書をををを    

読読読読むむむむ会会会会 

6月 14日(木)金沢公会堂 
9:00～9:50 基礎講座 
10:00～12：00 鹿島家文書 

6月 28日(木) 金沢公会堂 
9:00～9:50 基礎講座 
10:00～12：00  
江戸期の相模・江戸地震 

7月 12日(木) 金沢公会堂 
9:00～9:50 基礎講座 
10:00～12：00 鹿島家文書 
7月 26日(木) 金沢公会堂 
9:00～9:50 基礎講座 
10:00～12：00 

坂下門外の変 

8月 9日(木) 金沢公会堂 
9:00～9:50 基礎講座 
10:00～12：00 鹿島家文書
8月 23日(木) 金沢公会堂 
9:00～9:50 基礎講座 
10:00～12：00 

坂下門外の変 

ふれあいふれあいふれあいふれあい    
のののの道道道道    

歩歩歩歩こうこうこうこう会会会会 

6 月 21 日(木)（雨天:6/22） 

茨城コース 

No.12 果樹園のみち 

7 月 19 日(木)～20（金） 

番外 

霧ヶ峰と北八ヶ岳（長野県） 

夏休み 

懐懐懐懐かしのかしのかしのかしの    

映画映画映画映画をををを    

観観観観るるるる会会会会 

6月 11日(月) 金沢 CC 
12：10～ 黒い雨 (独立) 

6月 25日(月) 金沢 CC 
12：10～ ｴﾃﾞｨｯﾄ・ﾋﾟｱﾌ・愛

の讃歌(仏) 

7月 9日(月) 金沢 CC 
12：10～フラガール 

(独立) 
7月 23日(月) 金沢 CC 
12：10～ 山猫 (伊) 

8月 6日(月) 金沢 CC 
12：30～ 寅次郎と殿様  

(松竹) 
8月 27日(月) 金沢 CC 
12：10～ イングリッシ

ュ・ペイシェント (米) 

浮浮浮浮        雲雲雲雲    

俳句会俳句会俳句会俳句会    

6月 3日(日) 
9:30～  金沢 CC 
テーマ:金沢区民俳句大会 

7月 29日(日) 
9:30～ 金沢 CC 
テーマ:箱根山 

8月 26日(日) 
9:30～  金沢 CC 
テーマ:筑波山 

6月 5日(火) 金沢 CC 
メール基礎講座 

－ｱﾄﾞﾚｽ帳・署名・添付資料－ 

6月 19日(火) 金沢 CC 
 EXCEL復習講座 
－①入力と書式－ 

7月 3日(火) 金沢 CC 
EXCEL復習講座 
－②加減乗除－ 

7月 10日(火) 晴嵐かなざわ 

WORD復習講座 
－④ワードアートⅡ－ 

WORD 基礎講座 
－文書印刷－ 

8月 7日(火) 金沢 CC 
WORD復習講座 
－⑤テキストボックス－ 
8月 21日(火) 金沢 CC 
WORD復習講座 
－⑥罫線Ⅰ－ 

パソコンパソコンパソコンパソコン

をををを使使使使いいいい    

こなすこなすこなすこなす会会会会    

9:30～12:00：  9:30～12:00 9:30～12:00 

    
連絡連絡連絡連絡先先先先: 学習会 782-8147(小俣)  寺社を巡る会 784-1460(松本) 古文書を読む会 784-4900(真田)    

ふれあいの道歩こう会 783-4539(宮原)      懐かしの映画を観る会 701-1606(佐藤) 
浮雲俳句会 774-3878(北野)           パソコンを使いこなす会 701-9775(林) 

発 行 日 平成 24(2012)年 5 月 12 日 

発 行 月 4 回 ( 2 , 5 , 8 , 1 1 月 ）

発 行 者 金沢区生涯学習“わ”の会 

編 集 長 大門利晴 

編 集編 集編 集編 集後後後後記記記記    

“わ”の会会報は前号 40号でまる 10年を迎え、本号から表

紙の装いも新たにまたその号を重ねて行くことになります。

本号では新年度に当たり“わ”の会代表や各分科会代表から

挨拶・方針が示され、その内容をお知らせしています。会報

はこうした会員全員に知って頂きたいこと、あるいは貴重な

研究・活動結果を文字情報でお伝えしています。これからも

読みやすく分りやすい会報を目指して会報編集を行ってゆ

きたいと思います。(TY) 

編集委員 

貝田誠作 田中徳明 

伊達一雄 吉田寿紀 

相川 勲 金間誠一 

金久保常二 


